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す
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す
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「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
十
四
年
八
月
に
当
初
、
民
主
党
単
独
で

提
出
後
、
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
提
案
に
な
っ
た
「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
（
以
下

「
法
」
と
い
う
）
の
成
立
を
み
た
。
す
で
に
「
法
」
第
十
四
条
に
基
づ
く
全
国
調
査
が
今
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
実
施
さ

れ
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
数
は
目
視
調
査
で
二
万
五
、
二
九
六
人
に
達
し
、
全
て
の
都
道
府
県
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る

深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
「
法
」
第
五
条
で
国
の
責
務
が
、
第
十
条
で
は
財
政
上
の
措
置
が
そ
れ
ぞ
れ
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

評
価
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
法
」
第
三
条
第
二
項
に
は
、
「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
施
策
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
た
め
に
は
就
業
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
先
の
全
国
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
野
宿
生
活
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
「
仕
事
が
減
っ
た
」
（
三
五
・
六
％
）
、

「
倒
産
・
失
業
」
（
三
二
・
九
％
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
望
む
生
活
に
つ
い

て
、
「
き
ち
ん
と
就
職
し
て
働
き
た
い
」
と
答
え
る
人
が
最
も
多
い
（
四
九
・
七
％
）
こ
と
か
ら
も
、
就
労
対
策
が
基
本
で
あ

る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

一



以
上
の
よ
う
に
深
刻
な
状
況
に
あ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
実
態
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
国
の
責
任
に
よ
る
支
援
と
緊
急
の
対
策

が
必
要
で
あ
り
、
今
回
示
さ
れ
た
「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
施
策
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
る

べ
き
と
考
え
る
。

以
上
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
質
問
す
る
。

（
一
）

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
に
よ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
特
別
就
労
対
策
を
強
力
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
政
府

は
、
平
成
十
一
年
九
月
か
ら
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
を
創
設
し
た
が
、
ホ
ー
ム
レ
ス

が
多
数
存
在
す
る
大
阪
府
で
は
こ
の
財
源
を
活
用
し
て
「
高
齢
者
特
別
清
掃
事
業
」
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
の
事
業
は

文
字
通
り
、
高
齢
化
し
た
ホ
ー
ム
レ
ス
に
と
っ
て
「
命
の
綱
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
地
方
自
治
体
の
こ
う
し
た
事
業
を

政
府
は
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。
今
後
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
雇
用
機
会
の
拡
大
の
た
め
に
交
付
金
の
重
点
的
増
額
を
図
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
事
業
の
延
長
と
制
度
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

（
二
）

平
成
十
三
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
日
雇
労
働
者
（
等
）
技
能
講
習
事
業
に
よ
っ
て
技
能
を
取
得
し
た
ホ
ー
ム
レ
ス
が
、

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
も
と
で
就
労
を
図
る
に
は
、
い
ま
厚
生
労
働
省
が
す
す
め
て
い
る
ホ
ー
ム
レ
ス
等
試
行
的
雇
用
事

二



業
を
も
っ
と
積
極
的
に
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
現
在
、
大
阪
、
東
京
、
横
浜
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る
日
雇
労
働

者
等
技
能
講
習
事
業
で
技
能
取
得
し
た
労
働
者
を
雇
用
し
た
事
業
主
へ
の
助
成
金
制
度
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

（
三
）

「
基
本
方
針
」
で
は
、
公
的
就
労
事
業
が
欠
落
し
て
い
る
と
考
え
る
。
昨
今
の
雇
用
情
勢
の
悪
化
は
、
大
企
業
の
リ

ス
ト
ラ
を
支
援
し
金
融
の
引
き
締
め
に
よ
っ
て
倒
産
を
増
大
さ
せ
る
な
ど
、
国
の
施
策
に
よ
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き

い
。
そ
の
責
任
か
ら
言
っ
て
も
、
特
別
交
付
金
で
の
地
方
自
治
体
の
創
意
に
依
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
と
し
て
国
民

の
生
活
に
役
立
つ
仕
事
に
か
か
わ
る
公
的
就
労
事
業
を
積
極
的
に
起
こ
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。
「
法
」
と
「
基
本
方
針
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
就
業
の
機
会
の
確
保
の
た
め
に
、
最
も
有
効
な
施

策
で
あ
る
公
的
就
労
事
業
を
起
こ
す
こ
と
を
、
「
第
二
の
失
業
対
策
事
業
に
な
る
」
と
し
て
忌
避
し
、
あ
え
て
欠
落
さ

せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

（
四
）

ホ
ー
ム
レ
ス
が
多
数
存
在
す
る
地
域
に
対
す
る
「
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
特
別
交
付
金
」
を
創
設
す
べ
き
と
考
え

る
。
「
基
本
方
針
」
に
は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
就
業
の
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
講
じ
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
今
回
、
各
地
方
自
治
体
や
民
間
団
体
か
ら
意
見
や
要
望
の
多
か
っ
た
雇

三



用
の
創
出
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
（
「
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
特
別
交
付
金
」
）
が
「
基
本
方
針
」
に
は
盛
り
込
ま

れ
な
か
っ
た
が
、
当
面
は
大
阪
府
、
東
京
都
な
ど
ホ
ー
ム
レ
ス
の
多
数
存
在
す
る
地
域
を
対
象
に
「
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立

支
援
特
別
交
付
金
」
の
創
設
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

（
五
）

今
回
の
「
基
本
方
針
」
に
先
立
っ
て
実
施
さ
れ
た
ホ
ー
ム
レ
ス
の
全
国
調
査
に
つ
い
て
は
、
事
前
調
査
を
三
回
行
っ

た
上
で
平
成
十
五
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
す
べ
て
の
市
町
村
で
統
一
し
た
調
査
方
法
で
実
施
し
て
い
る
が
、
こ

の
時
期
は
積
雪
寒
冷
地
域
で
あ
る
東
北
地
方
と
北
海
道
に
お
い
て
は
「
法
」
第
二
条
の
定
義
に
よ
る
ホ
ー
ム
レ
ス
を
把

握
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
つ
い
て
は
再
調
査
を
五
年
間
の
運
営
期
間
後
と
せ
ず
、
で
き
る
だ
け
早
く

春
、
夏
の
時
期
に
調
査
を
や
り
直
し
て
対
策
を
追
加
、
拡
充
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
六
）

「
基
本
方
針
」
に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
に
つ
い
て
「
厳
し
い
経
済
情
勢
の
下
（
中
略
）
今
後
も
増
加
傾
向
が
続

く
と
思
わ
れ
（
中
略
）
よ
り
一
層
深
刻
さ
を
増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
「
地
方
に
お
い
て
は
、
数
が
少
な
い
段
階
で

き
め
細
か
な
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
（
中
略
）
早
期
解
決
を
図
る
こ
と
が
重
要
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

緊
急
雇
用
対
策
と
ホ
ー
ム
レ
ス
対
策
の
重
点
地
域
に
、
有
効
求
人
倍
率
の
悪
い
地
域
、
中
高
年
者
の
雇
用
悪
化
地
域
を

加
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
建
設
産
業
等
、
不
況
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
業
種
の
業
種
別
対
策
も
行

四



う
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

（
七
）

雇
用
保
険
日
雇
労
働
求
職
者
給
付
金
及
び
健
康
保
険
日
雇
特
例
被
保
険
者
手
帳
（
現
在
の
健
康
保
険
法
第
三
条
第
二

項
）
で
の
各
療
養
給
付
を
受
け
る
た
め
の
給
付
支
給
要
件
に
つ
い
て
、
緩
和
す
べ
き
と
考
え
る
。
大
阪
府
の
あ
い
り
ん

地
区
を
例
に
見
る
と
、
推
定
労
働
者
数
に
大
き
な
変
動
が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
保
険
日
雇
労
働
被
保
険
者
手

帳
の
有
効
求
職
者
数
が
平
成
十
五
年
八
月
末
現
在
、
一
万
人
を
割
り
減
少
を
続
け
て
お
り
、
か
つ
て
の
半
数
以
下
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
健
康
保
険
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
給
付
要
件
で
あ
る
前
二
カ
月
二
十
六
日
の
就
労
が
、

現
在
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
も
と
で
大
変
困
難
で
あ
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
成
六
年
に
改
正
さ
れ

た
要
件
を
時
限
的
に
で
も
改
め
て
、
緩
和
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

（
八
）

建
設
日
雇
労
働
者
が
失
業
に
よ
っ
て
ホ
ー
ム
レ
ス
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
新
た
な
転
業
支
援
と
し
て
中
小
企

業
活
性
化
対
策
や
地
域
振
興
策
と
結
び
つ
い
た
協
働
団
体
の
発
掘
と
技
能
講
習
及
び
就
業
支
援
を
行
う
た
め
の
「
就
業

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
創
設
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

（
九
）

平
成
十
五
年
七
月
三
十
一
日
付
の
厚
生
労
働
省
社
会
援
護
局
通
達
で
は
、
「
保
護
施
設
等
を
退
所
し
た
者
及
び
必
要

な
治
療
を
終
え
医
療
機
関
か
ら
退
院
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
公
営
住
宅
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
居
宅
に
お
い
て
保

五



護
を
行
う
こ
と
」
と
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
保
護
策
と
し
て
公
営
住
宅
の
活
用
と
確
保
を
図
る
こ
と
を
明
確
に
し
て

い
る
。
政
府
は
、
各
種
の
公
営
住
宅
空
き
住
戸
へ
の
優
先
入
居
制
度
の
活
用
を
は
じ
め
、
公
営
住
宅
確
保
策
を
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

（
十
）

前
項
「
通
達
」
で
は
、
居
宅
生
活
が
可
能
と
認
め
ら
れ
た
者
で
、
公
営
住
宅
に
入
居
で
き
ず
住
宅
を
確
保
す
る
た
め

敷
金
等
を
必
要
と
す
る
場
合
、
敷
金
等
を
支
給
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
野
宿
か
ら
い
っ
た
ん
病
院
や

保
護
施
設
や
社
会
福
祉
法
に
規
定
す
る
施
設
（
無
料
低
額
宿
泊
所
）
等
に
お
い
て
の
保
護
が
行
わ
れ
た
後
に
限
定
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
「
決
議
」
に
は
、
「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立

の
支
援
に
際
し
て
は
、
自
立
に
至
る
経
路
や
自
立
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
個
々
の
ホ
ー
ム
レ
ス
に
配
慮
し

た
多
様
な
形
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
野
宿
か
ら
こ
れ
ら
施
設
等
で
の
保
護
を
受

け
た
後
で
な
く
て
も
、
自
立
可
能
な
場
合
は
敷
金
等
を
支
給
し
、
居
宅
保
護
を
認
め
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

（
十
一
）

大
阪
で
は
、
野
宿
者
が
生
活
保
護
を
申
請
し
た
場
合
、
稼
働
年
齢
層
で
あ
る
六
十
歳
以
下
に
対
し
て
は
稼
働
能
力

の
活
用
が
十
分
に
図
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
申
請
が
却
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
野
宿
者
は
行
政
か
ら
何

六



の
援
助
も
受
け
ら
れ
ず
、
引
き
続
き
野
宿
を
余
儀
な
く
さ
れ
続
け
て
い
る
。
こ
の
事
態
を
「
法
」
と
「
基
本
方
針
」
に

て
ら
し
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
直
ち
に
改
善
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
十
二
）

東
京
都
新
宿
区
で
は
、
住
民
か
ら
の
苦
情
を
理
由
に
自
立
支
援
事
業
と
の
連
携
無
し
に
「
公
園
管
理
の
適
正
化
」

の
名
目
の
下
で
ホ
ー
ム
レ
ス
の
追
い
出
し
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
事
実
を
認
識
し
て
い
る
か
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は

「
法
」
の
精
神
に
反
し
人
権
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

（
十
三
）

こ
の
際
、
ホ
ー
ム
レ
ス
対
策
を
本
格
的
、
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
「
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
推
進
部
局
」
を

設
置
す
る
べ
き
で
あ
る
。
「
法
」
第
三
条
第
二
項
で
は
、
「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

は
（
中
略
）
前
項
の
目
標
に
従
っ
て
総
合
的
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
特
に
雇
用
創

出
を
柱
と
し
た
総
合
対
策
を
す
す
め
る
に
は
、
厚
生
労
働
省
内
は
も
と
よ
り
、
関
係
省
庁
が
密
接
な
連
携
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
国
が
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
平
成
十
一
年
五
月
、
当
時
の

関
係
省
庁
や
地
方
自
治
体
が
連
絡
会
議
を
設
置
し
、
当
面
の
対
応
策
を
ま
と
め
た
前
例
を
参
考
に
し
、
厚
生
労
働
省
、

国
土
交
通
省
、
総
務
省
、
財
務
省
等
で
構
成
す
る
国
の
機
関
と
し
て
の
推
進
部
局
（
対
策
本
部
）
を
設
置
し
、
地
方
自

治
体
で
の
実
施
計
画
の
実
行
の
推
進
を
予
算
措
置
を
含
め
て
統
括
的
に
図
る
こ
と
が
国
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

七



ど
う
か
。

尚
、
今
国
会
は
、
十
月
中
旬
頃
に
解
散
が
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
質
問
主
意
書
に
つ
い
て
は
国
会
法
第
七
十
五
条
に
お
い
て

「
内
閣
は
、
質
問
主
意
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
答
弁
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
期
間
内
に
答
弁
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
理
由
及
び
答
弁
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
限
を
明
示
す
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
あ
る
。
本
質

問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
を
少
な
く
と
も
国
会
解
散
前
に
す
る
こ
と
を
強
く
要
求
す
る
。

右
質
問
す
る
。

八


